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⒝

こ
の
章
の
規
定
の
実
施
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
注
釈
を
採
択
す
る
こ
と
。

⒞

第
三
・
二
十
四
条
３
に
規
定
す
る
協
議
の
手
続
を
定
め
る
こ
と
。

⒟

両
締
約
国
の
代
表
者
が
合
意
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
章
の
規
定
に
関
連
す
る
他
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
。

第
三
・
二
十
九
条

輸
送
中
の
産
品
又
は
蔵
置
さ
れ
て
い
る
産
品
に
つ
い
て
の
経
過
規
定

こ
の
協
定
の
規
定
は
、
こ
の
章
の
規
定
に
適
合
す
る
産
品
で
あ
っ
て
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
に
輸
出
締
約
国

か
ら
輸
入
締
約
国
に
輸
送
中
で
あ
る
も
の
又
は
輸
入
締
約
国
に
お
い
て
輸
入
税
を
納
付
す
る
こ
と
な
く
税
関
の
管
理
下

に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
同
日
か
ら
十
二
箇
月
以
内
に
輸
入
締
約
国
の
税
関
当
局

に
対
し
て
第
三
・
十
六
条
に
規
定
す
る
関
税
上
の
特
恵
待
遇
の
要
求
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

第
四
章

税
関
に
係
る
事
項
及
び
貿
易
円
滑
化

第
四
・
一
条

目
的

こ
の
章
の
規
定
は
、
次
の
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

⒜

貿
易
慣
行
の
進
展
を
考
慮
し
つ
つ
、
効
果
的
な
税
関
に
よ
る
管
理
を
確
保
し
な
が
ら
、
両
締
約
国
間
で
取
引
さ

れ
る
物
品
の
貿
易
の
円
滑
化
を
促
進
す
る
こ
と
。

⒝

各
締
約
国
の
関
税
法
令
そ
の
他
の
貿
易
に
関
連
す
る
法
令
の
透
明
性
及
び
こ
れ
ら
の
法
令
の
適
用
可
能
な
国
際

的
な
基
準
と
の
適
合
性
を
確
保
す
る
こ
と
。

⒞

各
締
約
国
の
関
税
法
令
そ
の
他
の
貿
易
に
関
連
す
る
法
令
に
つ
い
て
、
予
見
可
能
で
あ
り
、
一
貫
性
が
あ
り
、

及
び
差
別
的
で
な
い
各
締
約
国
に
よ
る
適
用
を
確
保
す
る
こ
と
。

⒟

各
締
約
国
の
税
関
手
続
及
び
税
関
実
務
の
簡
素
化
及
び
近
代
化
を
促
進
す
る
こ
と
。

⒠

国
際
貿
易
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
確
保
し
つ
つ
、
正
当
な
貿
易
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
危
険
度
に
応
じ
た
管

理
手
法
に
係
る
技
術
を
更
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
。

⒡

税
関
に
係
る
事
項
及
び
貿
易
円
滑
化
の
分
野
に
お
け
る
両
締
約
国
間
の
協
力
を
促
進
す
る
こ
と
。

第
四
・
二
条

適
用
範
囲

１

こ
の
章
の
規
定
は
、
各
締
約
国
の
関
税
法
令
そ
の
他
の
貿
易
に
関
連
す
る
法
令
及
び
貿
易
に
関
連
す
る
一
般
的
な

行
政
上
の
手
続
に
係
る
事
項
（
両
締
約
国
間
で
取
引
さ
れ
る
物
品
へ
の
こ
れ
ら
の
法
令
及
び
手
続
の
適
用
を
含
む
。）

並
び
に
両
締
約
国
間
の
協
力
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

こ
の
章
の
い
か
な
る
規
定
も
、
第
六
章
及
び
第
七
章
の
規
定
に
基
づ
く
締
約
国
の
権
利
及
び
義
務
に
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
で
は
な
い
。

３

こ
の
章
の
規
定
と
第
六
章
又
は
第
七
章
の
規
定
と
が
抵
触
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
抵
触
の
限
度
に
お
い
て
、
第
六

章
又
は
第
七
章
の
規
定
が
優
先
す
る
。

４

こ
の
章
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
保
護
に
関
し
、
各
締
約
国
の
正
当
な
政
策
目
的
の
達
成
及
び
各
締
約
国

が
締
結
し
て
い
る
国
際
協
定
に
基
づ
く
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
、
適
用
す
る
。

⒜

公
衆
の
道
徳

⒝

人
、
動
物
又
は
植
物
の
生
命
又
は
健
康

⒞

美
術
的
、
歴
史
的
又
は
考
古
学
的
価
値
の
あ
る
国
家
的
財
産

⒟

環
境

５

こ
の
章
の
規
定
は
、
各
締
約
国
に
よ
り
、
自
国
の
法
令
に
従
っ
て
実
施
さ
れ
る
。
各
締
約
国
は
、
こ
の
章
の
規
定

を
実
施
す
る
た
め
、
適
当
な
方
法
に
よ
り
、
自
国
の
利
用
可
能
な
資
源
を
用
い
る
。

第
四
・
三
条

透
明
性

１

各
締
約
国
は
、
自
国
の
関
税
法
令
そ
の
他
の
貿
易
に
関
連
す
る
法
令
並
び
に
貿
易
に
関
連
す
る
一
般
的
な
行
政
上

の
手
続
及
び
一
般
に
利
用
さ
れ
る
関
連
情
報
を
、
簡
単
に
利
用
可
能
な
方
法
（
適
当
な
場
合
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
た
も
の
を
含
む
。）に
よ
り
、
公
表
す
る
こ
と
及
び
利
害
関
係
を
有
す
る
者
が
容
易
に
入
手
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

２

各
締
約
国
は
、
自
国
の
関
税
法
令
そ
の
他
の
貿
易
に
関
連
す
る
法
令
及
び
貿
易
に
関
連
す
る
一
般
的
な
行
政
上
の

手
続
を
利
害
関
係
を
有
す
る
者
が
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
次
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
こ

れ
ら
の
法
令
及
び
手
続
を
そ
の
効
力
発
生
前
の
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
公
表
し
、
及
び
容
易
に
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

⒜

緊
急
事
態
の
場
合

⒝

当
該
法
令
又
は
当
該
一
般
的
な
行
政
上
の
手
続
の
変
更
が
軽
微
な
も
の
で
あ
る
場
合

⒞

事
前
の
公
表
の
結
果
、
当
該
法
令
又
は
そ
の
執
行
の
有
効
性
が
損
な
わ
れ
る
場
合

⒟

関
税
を
軽
減
す
る
効
果
を
有
す
る
措
置
の
場
合

３

各
締
約
国
は
、
１
の
規
定
の
対
象
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
す
る
者
か
ら
の
妥
当
な
照
会
に
応
ず
る

一
又
は
二
以
上
の
照
会
所
を
指
定
す
る
。
照
会
所
は
、各
締
約
国
が
定
め
る
合
理
的
な
期
間
内
に
当
該
照
会
に
応
じ
、

並
び
に
関
連
す
る
様
式
及
び
書
類
を
提
供
す
る
。

４

各
締
約
国
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
自
国
の
税
関
当
局
そ
の
他
の
貿
易
に
関
連
す
る
当
局
と
自
国
の
領
域
内
に
存

在
す
る
貿
易
業
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
と
の
間
の
定
期
的
な
協
議
の
機
会
を
設
け
る
。

５

手
数
料
及
び
課
徴
金
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
１
及
び
２
の
規
定
に
従
っ
て
公
表
す
る
。
こ
の
情
報
に
は
、

適
用
す
る
手
数
料
及
び
課
徴
金
、
当
該
手
数
料
及
び
課
徴
金
を
課
す
る
理
由
、
責
任
を
有
す
る
当
局
並
び
に
納
付
の

時
期
及
び
方
法
を
含
め
る
。
当
該
手
数
料
及
び
課
徴
金
は
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
情
報
が
公
表
さ
れ
る
ま
で
、
適
用
し

て
は
な
ら
な
い
。

第
四
・
四
条

輸
入
、
輸
出
及
び
通
過
の
た
め
の
手
続

１

各
締
約
国
は
、
予
見
可
能
で
あ
り
、
一
貫
性
及
び
透
明
性
が
あ
り
、
並
び
に
差
別
的
で
な
い
方
法
で
自
国
の
関
税

法
令
そ
の
他
の
貿
易
に
関
連
す
る
法
令
を
適
用
す
る
。

２

各
締
約
国
は
、
自
国
の
税
関
手
続
に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
確
保
す
る
。

⒜

世
界
税
関
機
構
（
注
）
の
主
催
の
下
で
作
成
さ
れ
る
標
準
規
定
及
び
勧
告
規
定
そ
の
他
の
国
際
的
な
基
準
及
び

勧
告
さ
れ
た
慣
行
で
あ
っ
て
税
関
手
続
の
分
野
に
お
い
て
各
締
約
国
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
も
の
（
千
九
百
九
十

九
年
六
月
二
十
六
日
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
作
成
さ
れ
た
税
関
手
続
の
簡
易
化
及
び
調
和
に
関
す
る
国
際
規
約
の
改

正
議
定
書
、
千
九
百
八
十
三
年
六
月
十
四
日
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
作
成
さ
れ
た
商
品
の
名
称
及
び
分
類
に
つ
い
て

の
統
一
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際
条
約
及
び
世
界
税
関
機
構
の
国
際
的
な
貿
易
の
安
全
確
保
及
び
円
滑
化
の
た
め

の
基
準
の
枠
組
み
（
以
下
「
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｅ
枠
組
み
」
と
い
う
。）の
実
質
的
な
要
素
を
含
む
。）に
適
合
す
る
こ
と
。

注

世
界
税
関
機
構
は
、
千
九
百
五
十
二
年
に
関
税
協
力
理
事
会
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

⒝

貿
易
慣
行
の
進
展
を
考
慮
し
つ
つ
、
自
国
の
法
令
の
遵
守
を
確
保
し
な
が
ら
正
当
な
貿
易
を
円
滑
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
こ
と
。

⒞

税
関
手
続
に
関
す
る
自
国
の
法
令
の
違
反
（
関
税
ほ
脱
及
び
密
輸
を
含
む
。）が
あ
る
場
合
に
お
け
る
効
果
的
な

取
締
り
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
。

⒟

通
関
業
者
又
は
船
積
み
前
検
査
の
義
務
的
な
利
用
を
含
ま
な
い
こ
と
。

３

各
締
約
国
は
、
自
国
の
法
令
に
定
め
る
基
準
を
満
た
す
貿
易
業
者
又
は
事
業
者
に
対
し
、
物
品
の
引
取
り
ま
で
の

間
の
税
関
に
よ
る
管
理
に
つ
い
て
、
有
利
な
待
遇
を
与
え
る
措
置
を
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
。

４

各
締
約
国
は
、
貿
易
業
者
又
は
事
業
者
と
自
国
の
税
関
当
局
そ
の
他
の
貿
易
に
関
連
す
る
当
局
と
の
間
に
お
け
る

電
子
デ
ー
タ
の
交
換
を
促
進
す
る
た
め
、
高
度
な
シ
ス
テ
ム
（
情
報
通
信
技
術
に
基
づ
く
も
の
を
含
む
。）の
開
発
及

び
利
用
を
促
進
す
る
。

５

各
締
約
国
は
、
自
国
の
税
関
当
局
そ
の
他
の
貿
易
に
関
連
す
る
当
局
が
要
求
す
る
デ
ー
タ
及
び
書
類
の
更
な
る
簡

素
化
及
び
標
準
化
に
向
け
て
努
力
す
る
。
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